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2026年 10月 27日 

一般社団法人日本損害保険協会 九州・沖縄支部 

 

 

 

 

日本損害保険協会九州・沖縄支部(委員長：谷口 徹 損害保険ジャパン株式会社 常務執行役員）

では、10月 11日(日)に宮若市生涯学習センター「リコリス」および周辺の駐車場で開催された「第

15 回リコリス子どもまつり」にブースを出展し、18 名の子ども達と地域安全マップを作成しまし

た。 

このイベントは、青少年健全育成事業の一環として、子ども達が「つどい」「学び」「遊び」を通

じて心豊かな感性を育てることを目的に、宮若市教育委員会が主催、宮若市青少年育成市民会議が

共催して開催され、15の団体・教育機関・企業等が体験ブースを出展しました。当日は未就学児か

ら中学生までおよそ 700名が来場しました。 

 

当支部では、小学生の来場者と、ぼうさい探検隊（※）専用のタブレットや白地図を使って、通

学路における危険な箇所等を確認し、地域安全マップを作成する企画を実施しました。マップを作

成した子ども達からは、「信号機がない交差点がたくさんある。」「交通量が多く危険なところがあ

ることが分かった。」など気づきの声があがりました。 

 

当支部では、教育機関や関係団体とともに、地域の安全・安心の向上に資する活動を実施してま

いります。 

                                        

 
 

 

※「ぼうさい探検隊」とは 

子どもたちが楽しみながらまちにある防災・防犯・交通安全に関する施設や設備などを見て回り、

身の回りの安全・安心を考えながらマップにまとめ発表する、実践的な安全教育プログラム。2004

年度 から「小学生のぼうさい探検隊マップコンクール」を開催し、今回で 23回目。自治体や行

政等への提言により実際に危険箇所が改善された事例もあり、地域安全力向上の一助になってい

る。 
 

第 15回リコリス子どもまつりに出展 
～子ども達がタブレットを使い地域安全マップを作成～ 

 


